
新農業展開ゲノムプロジェクト（新規）

【４，００４（０）百万円】

事業のポイント
イネゲノムの解読、重要遺伝子機能の解明等これまでのイネゲノム研究

の成果を活用し、国内外の食料、環境、エネルギー問題の解決に貢献する

作物の創出に着手します。

（ゲノム解読の次のステージへ）

、 （ ）・ 我が国主導の国際研究により 2004年にイネゲノム全塩基配列 約3億7000万塩基

を解読。これまでに、いもち病抵抗性など農業上重要な遺伝子約100個を同定。

・ 多収量作物や病虫害に強い作物を創出することにより生産性の大幅な向上や農薬

使用量の縮減等を図る。

・ 劣悪な環境でも生育する作物の開発など国際貢献を通じた世界の食料の安定供給

、 。に向けた研究や 有害物質を吸収する作物の開発など環境保全に資する研究を実施

・ 遺伝子組換え作物について国際的な開発・利用状況に関する情報の提供と国民と

の対話の推進。

・ 主要作物の遺伝子機能の解明及びその知財化は世界的に熾烈な先陣争いが繰り広

げられているため、研究成果を戦略的に知財化。

政策目標
○ 多収飼料イネ、複合病虫害抵抗性イネ、乾燥・塩害耐性コムギ等の作物

を５年後までに開発

○ 超多収で低コストの飼料作物やバイオマス用の転換効率のよい作物を10

年後までに開発

＜内容＞
１．有用遺伝子の特定と機能の解明

食料、環境、エネルギー問題の解決に関係する遺伝子の単離・同定、遺伝子地
図上での位置の特定、遺伝子の機能の解明等を集中的に実施します。

２．遺伝子機能を有効に活用するための技術開発
遺伝子を染色体上の目的とする位置に導入する技術等、単離した遺伝子の機能

を最大限に活用するための技術の開発を行います。

３．先端技術を活用した革新的作物開発
目的とする遺伝子が含まれているかどうかを判別できるDNAマーカー技術など

を活用し、食料・環境・エネルギー問題の解決に貢献する画期的な作物開発を実
施します。

４．国民との対話の推進
遺伝子組換え作物について、世界的な開発・利用状況に関する情報の提供と国

民との対話を推進します。

５．研究の推進体制の整備
研究を加速するため、産学官や研究者間の連携強化、研究成果の戦略的な知財

化を図ります。



独立行政法人、大学、民間企業等＜実施主体＞

平成２０年度～平成２４年度＜実施期間＞

担当課：農林水産技術会議事務局

技術安全課 03-3502-7408（直通）

先端産業技術研究課 03-3502-7462（直通）

国際研究課 03-3502-7466（直通）


